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防
災
マ
ッ
プ
作
成
、
地
籍
調
査
等

ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
石
部

の
棚
田
等
の
地
域
資
源
の
活
用
や

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
積
極
的

な
推
進
を
図
る
等
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
松
崎
温
泉
郷
散
策
路

改
修
工
事
（
街
路
灯
改
修
）
や
花

の
三
聖
苑
電
気
自
動
車
急
速
充
電

器
整
備
工
事
等
、
観
光
施
設
整
備

に
も
力
を
入
れ
、
そ
の
他
、
伊
豆

ま
つ
ざ
き
荘
の
経
営
安
定
化
の
た

め
、
事
業
会
計
へ
１
億
３,
５
０
０

万
円
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
財
政
調
整
基
金
に
１

億
６,
２
９
０
万
円
を
積
み
立
て
る

等
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
留
意

し
た
予
算
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

町
税
等
自
主
財
源
が
乏
し
く
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
、
効
果

の
期
待
で
き
る
事
業
に
予
算
を
重

点
配
分
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

比 率決 算 額性 質 別

１７．９％６億５，９１６万円人 件 費

２０．５％７億５，３４２万円物 件 費

０．７％２，５５０万円維 持 補 修 費

１０．３％３億７，７７１万円扶 助 費

１４．８％５億４，４４９万円補 助 費 等

８．４％３億 ９３５万円公 債 費

４．６％１億６，７２７万円積 立 金

３．７％１億３，７０９万円投資及び出資金貸付金

５．９％２億１，６４６万円繰 出 金

１１．１％４億 ６５０万円普 通 建 設 事 業 費

２．１％７，５５２万円災 害 復 旧 費

１００．０％３６億７，２４７万円合 計

平成２６年度一般会計決算性質別歳出内訳表

・義務教育施設整備費

（松小フェンス改修工事他）…………１，２２１万円

・旧岩科小学校プール解体工事 ………１，０６７万円

・遠距離児童生徒通学費補助金 …………６５９万円

・国際理解教育振興事業 …………………505万円

・漁港施設災害復旧事業

（雲見漁港）……………………………７，５５２万円

・下田地区消防組合負担金 ………１億４，６９２万円

・災害対策施設整備

（デジタル防災行政無線整備工事他） ……５，８５３万円

・消防団運営事業 ………………………２，８５３万円

・災害対策事業

（災害対策用資機材整備他）…………２，１５３万円

・消防施設整備事業

（小型ポンプ車整備他）………………１，９３８万円

・橋梁維持事業

（南郷橋耐震補強補修工事他）………５，７４０万円

・道路維持事業（道路維持工事他）……４，８６７万円

・河川維持事業（河川維持工事他）………７２５万円

・港湾整備事業 ……………………………４１９万円

・住宅地震対策事業費

（木造住宅耐震補強助成事業他）………３１９万円

・伊豆まつざき荘事業会計貸付金…１億３，５００万円

・観光施設整備事業

（松崎温泉郷散策路改修工事他）……５，０４３万円

・観光振興事業（観光協会補助金他）…４，０４７万円

・商工振興事業（商工会補助金他）……１，０６１万円

・ふれあい交流推進事業

（グリーンツーリズム推進事業）………７６０万円

災害復旧費７，５５２万円
２．１％（前年度比 ５，８５０万円増）

商工費 ３億５，９４３万円
９．８％（前年度比 １億７，８３９万円増）

教育費 ２億６，３８５万円
７．２％（前年度比 △３，３２８万円）

消防費 ２億８，４２９万円
７．７％（前年度比 △２億５９７万円）

土木費 １億７，９２１万円
４．９％（前年度比 △１，８２７万円）

・元金 ………………………………２億７，１１８万円

・利子 ……………………………………３，８１７万円

公債費 ３億９３７万円
８．４％（前年度比 △６，６８３万円）

・議員報酬、手当等

議会費５，８１３万円
１．６％（前年度比 △７９万円）
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歳
入
決
算
額
は
、

億
３,
９
５

39

０
万
円
（
前
年
度
比
４
・
５
％
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業
や
臨

時
福
祉
給
付
金
等
に
係
る
国
庫
支

出
金
が
６,
８
５
８
万
円
増
額
と

な
っ
た
一
方
で
、
町
税
が
９
８
０

万
円
、
地
方
交
付
税
が
８,
８
４
７

万
円
減
額
と
な
る
等
、
自
主
財
源
、

依
存
財
源
と
も
に
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
補
助
事
業
の
活
用
や
起

債
・
基
金
の
計
画
的
な
運
用
に
よ

り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
町
税
の
収
納
率
向
上
や

ふ
る
さ
と
納
税
等
の
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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％
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）
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。

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進
め
、

無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努
め
る
一

方
で
、
地
震
・
津
波
対
策
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
（
移
動

系
）・
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
の
整

備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
を
は
じ
め
、

総額３６億７，２４７万円
このように使いました。

依然として厳しい財政状況ですが、「安心安全なまちづ

くり」、「平成の花とロマンのふるさとづくり」を重点課題

とし、地震・津波防災対策や地域資源を生かしたまちづ

くりに取り組みました。

・財政調整基金積立金 ……………１億６，２９０万円

・路線バス対策事業 ……………………２，５３２万円

・花いっぱい運動推進事業 ……………１，８２３万円

・地域経済活性化対策費

（住宅リフォーム助成他）………………６８１万円

・地域おこし協力隊事業費 ………………５６５万円

・美しい村推進事業費

（棚田保全活用事業他）…………………５６４万円

・コミュニティ活動推進事業 ……………２５３万円

・交通安全対策事業

（カーブミラー修繕他）…………………１４３万円

・障害者自立支援給付費 …………１億３，４７６万円

・後期高齢者医療事業（繰出金他）１億２，８２８万円

・介護保険事業（繰出金他）………１億２，０１０万円

・国民健康保険事業（繰出金他）………８，５３６万円

・児童手当 ………………………………８，１３７万円

・保育所実施委託事業 …………………６，３７１万円

・旧中川小学校東側校舎解体工事 ……３，１４８万円

・臨時福祉給付金事業費 ………………２，４１６万円

・重度障害者医療費助成事業 …………２，０３４万円

・地域福祉推進事業

（寿乗車券利用助成他）…………………５９４万円

・じん芥処理事業

（清掃点検業務委託他）……………２億７０１万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ………８，５１２万円

・老人健康対策事業

（がん検診事業他）……………………１，４５７万円

・こども医療費助成事業 ………………１，３４１万円

・予防事業

（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）

……………………………………………９８７万円

・漁港管理費

（漁港堤防整備事前調査他）…………１，８９４万円

・国土調査費（地籍調査）………………１，３１５万円

・農地費（農業施設整備工事他）…………８７５万円

・農業振興事業

（中山間地域等直接支払交付金他）……７２９万円

農林水産業費 １億７，１９１万円
４．７％（前年度比 △１億３，９１２万円）

衛生費 ４億４，２５３万円
１２．０％（前年度比 ２２５万円増）

民生費 ８億３，０５７万円
２２．６％（前年度比 ７，５３７万円増）

総務費 ６億９，７６６万円
１９．０％（前年度比 △９，９２３万円）

◎◎
歳歳
入入
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状状
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状

◎
歳
出
の
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【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

比 率決 算 額性 質 別

１７．９％６億５，９１６万円人 件 費

２０．５％７億５，３４２万円物 件 費

０．７％２，５５０万円維 持 補 修 費

１０．３％３億７，７７１万円扶 助 費

１４．８％５億４，４４９万円補 助 費 等

８．４％３億 ９３５万円公 債 費

４．６％１億６，７２７万円積 立 金

３．７％１億３，７０９万円投資及び出資金貸付金

５．９％２億１，６４６万円繰 出 金

１１．１％４億 ６５０万円普 通 建 設 事 業 費

２．１％７，５５２万円災 害 復 旧 費

１００．０％３６億７，２４７万円合 計

平成２６年度一般会計決算性質別歳出内訳表

・義務教育施設整備費

（松小フェンス改修工事他）…………１，２２１万円

・旧岩科小学校プール解体工事 ………１，０６７万円

・遠距離児童生徒通学費補助金 …………６５９万円

・国際理解教育振興事業 …………………505万円

・漁港施設災害復旧事業

（雲見漁港）……………………………７，５５２万円

・下田地区消防組合負担金 ………１億４，６９２万円

・災害対策施設整備

（デジタル防災行政無線整備工事他） ……５，８５３万円

・消防団運営事業 ………………………２，８５３万円

・災害対策事業

（災害対策用資機材整備他）…………２，１５３万円

・消防施設整備事業

（小型ポンプ車整備他）………………１，９３８万円

・橋梁維持事業

（南郷橋耐震補強補修工事他）………５，７４０万円

・道路維持事業（道路維持工事他）……４，８６７万円

・河川維持事業（河川維持工事他）………７２５万円

・港湾整備事業 ……………………………４１９万円

・住宅地震対策事業費

（木造住宅耐震補強助成事業他）………３１９万円

・伊豆まつざき荘事業会計貸付金…１億３，５００万円

・観光施設整備事業

（松崎温泉郷散策路改修工事他）……５，０４３万円

・観光振興事業（観光協会補助金他）…４，０４７万円

・商工振興事業（商工会補助金他）……１，０６１万円

・ふれあい交流推進事業

（グリーンツーリズム推進事業）………７６０万円

災害復旧費７，５５２万円
２．１％（前年度比 ５，８５０万円増）

商工費 ３億５，９４３万円
９．８％（前年度比 １億７，８３９万円増）

教育費 ２億６，３８５万円
７．２％（前年度比 △３，３２８万円）

消防費 ２億８，４２９万円
７．７％（前年度比 △２億５９７万円）

土木費 １億７，９２１万円
４．９％（前年度比 △１，８２７万円）

・元金 ………………………………２億７，１１８万円

・利子 ……………………………………３，８１７万円

公債費 ３億９３７万円
８．４％（前年度比 △６，６８３万円）

・議員報酬、手当等

議会費５，８１３万円
１．６％（前年度比 △７９万円）

2

歳
入
決
算
額
は
、

億
３,
９
５

39

０
万
円
（
前
年
度
比
４
・
５
％
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業
や
臨

時
福
祉
給
付
金
等
に
係
る
国
庫
支

出
金
が
６,
８
５
８
万
円
増
額
と

な
っ
た
一
方
で
、
町
税
が
９
８
０

万
円
、
地
方
交
付
税
が
８,
８
４
７

万
円
減
額
と
な
る
等
、
自
主
財
源
、

依
存
財
源
と
も
に
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
補
助
事
業
の
活
用
や
起

債
・
基
金
の
計
画
的
な
運
用
に
よ

り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
町
税
の
収
納
率
向
上
や

ふ
る
さ
と
納
税
等
の
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

歳
出
決
算
額
は
、

億
７,
２
４

36

７
万
円
（
前
年
度
比
６
・
３
％
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進
め
、

無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努
め
る
一

方
で
、
地
震
・
津
波
対
策
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
（
移
動

系
）・
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
の
整

備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
を
は
じ
め
、

総額３６億７，２４７万円
このように使いました。

依然として厳しい財政状況ですが、「安心安全なまちづ

くり」、「平成の花とロマンのふるさとづくり」を重点課題

とし、地震・津波防災対策や地域資源を生かしたまちづ

くりに取り組みました。

・財政調整基金積立金 ……………１億６，２９０万円

・路線バス対策事業 ……………………２，５３２万円

・花いっぱい運動推進事業 ……………１，８２３万円

・地域経済活性化対策費

（住宅リフォーム助成他）………………６８１万円

・地域おこし協力隊事業費 ………………５６５万円

・美しい村推進事業費

（棚田保全活用事業他）…………………５６４万円

・コミュニティ活動推進事業 ……………２５３万円

・交通安全対策事業

（カーブミラー修繕他）…………………１４３万円

・障害者自立支援給付費 …………１億３，４７６万円

・後期高齢者医療事業（繰出金他）１億２，８２８万円

・介護保険事業（繰出金他）………１億２，０１０万円

・国民健康保険事業（繰出金他）………８，５３６万円

・児童手当 ………………………………８，１３７万円

・保育所実施委託事業 …………………６，３７１万円

・旧中川小学校東側校舎解体工事 ……３，１４８万円

・臨時福祉給付金事業費 ………………２，４１６万円

・重度障害者医療費助成事業 …………２，０３４万円

・地域福祉推進事業

（寿乗車券利用助成他）…………………５９４万円

・じん芥処理事業

（清掃点検業務委託他）……………２億７０１万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ………８，５１２万円

・老人健康対策事業

（がん検診事業他）……………………１，４５７万円

・こども医療費助成事業 ………………１，３４１万円

・予防事業

（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）

……………………………………………９８７万円

・漁港管理費

（漁港堤防整備事前調査他）…………１，８９４万円

・国土調査費（地籍調査）………………１，３１５万円

・農地費（農業施設整備工事他）…………８７５万円

・農業振興事業

（中山間地域等直接支払交付金他）……７２９万円

農林水産業費 １億７，１９１万円
４．７％（前年度比 △１億３，９１２万円）

衛生費 ４億４，２５３万円
１２．０％（前年度比 ２２５万円増）

民生費 ８億３，０５７万円
２２．６％（前年度比 ７，５３７万円増）

総務費 ６億９，７６６万円
１９．０％（前年度比 △９，９２３万円）

◎◎
歳歳
入入
のの
状状

◎
歳
入
の
状
況況況

◎
歳
出
の
状

◎
歳
出
の
状
況況

平平平成成2266年年度度 一般会一般会計計

決 報算 告



4

平
成

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２６

加
入
者
（
年
平
均
）
は
、
２,
７
７

４
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は

・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。
世

３８
帯
数
で
は
総
世
帯
の

・
２
％
と

５２

な
る
１,
５
８
７
世
帯
が
加
入
し
て

い
ま
す
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

億
１３

８
１
８
万
９,
０
０
０
円
（
前
年
度

比
１
０
０
・
５
％
、６
２
５
万
７,
０

０
０
円
の
増
）、
歳
出
総
額
は

億
１２

２,
８
９
２
万
円
（
前
年
度
比
１
０

２
・
４
％
、
２,
８
３
１
万
５,
０
０

０
円
の
増
）
と
な
り
、
歳
入
歳
出

差
引
額
は
、
７,
９
２
６
万
９,
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税

が
２
億
６,
５
６
３
万
１,
０
０
０
円

（
前
年
度
比

・
１
％
、
５
２
９

９８

万
５,
０
０
０
円
の
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

一
方
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費

（
医
療
費
の
内
、
町
が
７
割
等
負

担
す
る
分
）
が
７
億
６,
９
０
８
万

９,
０
０
０
円
（
前
年
度
比
１
０

４
・
５
％
、
３,
３
０
５
万
５,
０
０

０
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
等
支
払
準
備
基
金

の
状
況
は
、
２,
９
６
６
万
円
を
積

み
立
て
た
結
果
、
残
高
は
６,
２
３

９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
健
康
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
特
定
健
診
の
受
診

を
促
進
し
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
、

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
等
で
医

療
費
の
削
減
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

平
成

年
３
月
現
在
、

歳
以

２７

６５

上
の
被
保
険
者
数
は
３,
０
０
９
人
、

そ
の
内
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
数
は
５
３
５
人
で
、

・
８
％

１７

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
８
億

３,
０
７
４
万
３,
０
０
０
円
（
前
年

度
比
１
０
２
・
１
％
、
１,
６
７
２

万
１,
０
０
０
円
の
増
）、
歳
出
総

額
は
７
億
９,
５
８
１
万
２,
０
０
０

円
（
前
年
度
比
１
０
０
・
９
％
、

７
３
４
万
７,
０
０
０
円
の
増
）
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
３,
４

９
３
万
１,
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
内
、
介
護
給
付
費
は
７
億

５,
３
９
２
万
５,
０
０
０
円（
前
年

度
比
１
０
０
・
１
％
、

万
８,
０

３０

０
０
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
介
護
予
防
事
業
の
充

実
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者
の
減

少
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

差 引 額歳 出歳 入被保険者数特 別 会 計

７，９２６万９千円１２億２，８９２万円１３億８１８万９千円２，７７４人国民健康保険

６８万５千円１億４８７万２千円１億５５５万７千円１，６５３人後期高齢者医療

３，４９３万１千円７億９，５８１万２千円８億３，０７４万３千円３，００９人介 護 保 険

【特別会計決算の状況】

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
の
概
要

平
成

年
度
の
被
保
険
者
数

２６

（
年
平
均
）
は
、
１,
６
５
３
人
で

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

・
２２

８
％
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
１
億
５

５
５
万
７,
０
０
０
円
（
前
年
度
比

１
０
０
・
１
％
、
５
万
７,
０
０
０

円
の
増
）、
歳
出
総
額
１
億
４
８
７

万
２,
０
０
０
円
（
前
年
度
比

・
９９

８
％
、

万
４,
０
０
０
円
の
減
）

１９

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
６８

万
５,
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
７,
２
７
８
万
４,
０
０
０

円
（
前
年
度
比

・
５
％
、

万

９９

３９

７,
０
０
０
円
の
減
）
と
な
り
、
被

保
険
者
１
人
当
た
り
の
保
険
料
は

４
万
４,
０
３
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計計

介

護

保

険

特

別

会

介

護

保

険

特

別

会

計計

国国
民
健
康
保
険
特
別
会

民
健
康
保
険
特
別
会
計計

１人当たりの保険税 ９５，７５７円

１人当たりの医療費 ３３３，３７３円
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治

体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
企
業
会
計
含
む
）
等
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
毎
年
度
の
決
算
時
に

算
定
す
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」

お
よ
び
「
資
金
不
足
比
率
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

○
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
は
、

次
の
４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率

・
将
来
負
担
比
率

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企
業

は
「
資
金
不
足
比
率
」）
で
は
、
財

政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早
期
健

全
化
基
準
』（
公
営
企
業
は
「
経
営

健
全
化
基
準
」
）
と
財
政
破
た
ん
状

態
（
会
社
で
い
う
「
倒
産
」）
を
示

す
『
財
政
再
生
基
準
』
が
あ
り
、

比
率
が
基
準
以
上
に
な
る
と
、
国

や
県
の
手
助
け
や
管
理
の
下
、
財

政
再
生
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

意見交換するパネリストの皆様

○
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
？

平
成

年
度
決
算
に
よ
る
算
定

２６

で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が
財
政

健
全
化
法
で
の
基
準
を
下
回
っ
て

お
り
、
平
成

年
度
決
算
に
引
き

２５

続
い
て
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
の
収
入
の
内
、
町

税
等
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は
、

３
割
台
で
県
内
で
も
最
低
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
財
政

状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
比
較
・
分
析
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
の
法
律

を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
・
分
析

に
よ
り
、
健
全
財
政
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

９
月
５
日
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
、
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演

で
は
、
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン

タ
ー
の
原
田
賢
治
准
教
授
か
ら
想

定
さ
れ
る
津
波
の
説
明
や
、
防
潮

堤
整
備
等
の
ハ
ー
ド
対
策
と
避
難

等
の
ソ
フ
ト
対
策
は
車
の
両
輪
で

あ
り
、
今
後
の
対
策
に
お
い
て
は

住
民
と
行
政
と
の
協
力
・
協
働
が

不
可
欠
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
、

次
に
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

の
照
本
清
峰
研
究
主
幹
か
ら
和
歌

山
県
海
南
市
の
地
域
と
小
学
校
が

連
携
し
た
避
難
訓
練
や
白
浜
町
の

検
証
・
改
善
を
繰
り
返
す
避
難
訓

練
等
２
市
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
後
「
松
崎
町
の
津
波
対

策
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
原
田
准

教
授
の
進
行
の
下
、
伊
豆
半
島
ジ

オ
ガ
イ
ド
協
会
の
渡
辺
攻
副
会
長

や
聖
和
保
育
園
の
斎
藤
光
惠
園
長
、

松
崎
高
校
の
土
屋
龍
平
さ
ん
等
６

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、「
松
崎

町
の
魅
力
は
何
か
」、「
魅
力
を
た

く
さ
ん
も
っ
た
松
崎
町
が
、
継
続

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
ど
う
い
っ

た
対
策
が
必
要
か
」
等
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
町
と
県
で
は
、
松
崎
地

区
と
三
浦
地
区
の
２
つ
の
地
区
協

議
会
に
お
い
て
、
各
種
団
体
の
代

表
者
の
皆
様
や
、
公
募
で
選
ば
れ

た
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ハ
ー

ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合

わ
せ
た
地
域
に
一
番
良
い
津
波
対

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

健健
全
化
比
率
等
の
公

健
全
化
比
率
等
の
公
表表

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『

巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津
波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波
ととととととととととととととととととととととととととととと
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ううううううううううううううううううううううううううううう
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
ききききききききききききききききききききききききききききき
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
ううううううううううううううううううううううううううううう
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

『

巨
大
津
波
と
ど
う
向
き
合
う
か

』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

（公営企業に係る資金不足比率）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率の「－」は黒字の意味。
※将来負担比率の「－」は、数値がマイナスで健全性が保たれていることを示します。
※（ ）内は前年の比率。

財政再生基準早期健全化基準松崎町の比率健全化指標

２０．０％１５．０％－（－）実 質 赤 字 比 率

４０．０％２０．０％－（－）連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％４．５％（５．７％）実質公債費比率

なし３５０．０％－（－）将 来 負 担 比 率

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

財政再生
基 準

経営健全化
基 準

松崎町の
比 率

特 別 会 計 名

なし２０．０％

－（－）水 道 事 業 会 計

－（－）温 泉 事 業 会 計

－（－）
伊 豆 ま つ ざ き 荘
会 計

－（－）
岩 地 集落 排 水 事業
特 別 会 計

－（－）
石 部 集落 排 水 事業
特 別 会 計

－（－）
雲 見 集落 排 水 事業
特 別 会 計

（財政健全化判断比率）
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○国勢調査は、平成２７年１０月１日現在、日本に住んでいる全ての人および世帯が対象です。

○平成２７年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得るた

めに実施するものです。

調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、

防災対策等、私たちの暮らしのために役立てられます。

○調査票には、あなたの世帯の世帯員をもれなく記入してください。

○記入いただいた調査票は、調査員に直接提出してください。

○調査内容は、統計の作成に関連する目的以外に使用することはありません。

また、調査で知り得た情報が漏れることもございませんし、調査票も厳重に管理されます。

○国勢調査は、統計法で国の最も重要な統計調査（基幹統計調査）として位置づけられ、この基幹統計調査

では、調査票に記入して提出する義務（報告義務）が定められています。

スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施しています

９月12日から調査員が世帯を訪問して調査票を配布しています

■設置期間／平成２７年８月２４日から１０月３１日まで

■受付時間／午前８時～午後９時（土・日・祝日にもご利用になれます）

※おかけ間違いのないようにご注意ください。

※ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定電話の場合、全国一律で市内通話料金でご利用いただけます。

携帯電話・ＰＨＳの場合は、それぞれ所定の通話料金となります。

※ＩＰ電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料金となります。

【問合せ】 企画観光課（４２）３９６４

《国勢調査コールセンター》

※IP電話の場合 ０３－４３３０－２０１５０５７０－０７－２０１５
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対象者順位

弔慰金受給権者１

戦没者等の子２

戦没者等死亡当時、戦没者等と生計を共にしており、平成２７年４月１

日現在において氏を変える婚姻・養子縁組をしていない

①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

３

上記３以外の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹４

戦没者等の死亡時まで、引き続き１年以上の生計を共にしていた三親

等内親族（甥、姪等）
５

※子については、戦没者等の死亡当時の胎児も含まれます。

※戦没者死亡後に出生した兄弟姉妹・孫・三親等内親族は、対象遺族になりません。

【支給内容】 額面２５万円、５年償還の記名国債

【請求期間】 平成３０年４月２日まで

（※この期間を過ぎますと請求できません）

【請求窓口】 健康福祉課 福祉係

【必要書類】 ・請求者の戸籍抄本（平成２７年４月１日以降のもの）

・印鑑（認印可）

・請求書一式（請求書、印鑑等届出書、現況申立書等）

※請求書一式は窓口で配布します。

※この他にも請求者の状況に応じて、添付書類を追加していただくことがあります。

【問合せ】健康福祉課（４２）３９６６

興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興

戦戦没者等のご遺族の皆様戦没者等のご遺族の皆様へへ

【特別弔慰金の趣旨】

戦後７０周年にあたり、今日のわが国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国と

して改めて弔慰の意を表すため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。

第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表すため、償還額を年５万円に増額するととも

に、５年ごとに国債を交付することとしています。

【支給対象者】

戦没者等の死亡当時のご遺族で、かつ、平成２７年４月１日（基準日）において恩給法に基づく公務扶助料

や遺族援護法に基づく遺族年金等を受ける方がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給

されます。

～第十回特別弔慰金が支給されます～第十回特別弔慰金が支給されます～～



小
・
中
学
生
の
夏
休
み
課
題
と

し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
９
月
７

日
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
３
０
７
点
の
応
募
が

あ
り
、
町
長
、
交
通
安
全
対
策
委

員
、
小
・
中
学
校
の
美
術
担
当
教

諭
等
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。各

部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

小
学
校
低
学
年（
１
・
２
年
）の
部

最
優
秀
賞

齋

藤

翔

太（
２
年
）

優

秀

賞

井

出

聖

人（
２
年
）

青

木

愛

翔（
２
年
）

佳

作

松

本

寛

太（
２
年
）

小

林

恭

也（
１
年
）

松

原

希

実（
２
年
）

審査の様子

小
学
校
中
学
年（
３
・
４
年
）の
部

最
優
秀
賞

山

本

悠

月（
４
年
）

優

秀

賞

野
木
沼
颯
太（
３
年
）

齋
藤
駿
太
郎（
３
年
）

佳

作

鈴
木
虎
太
郎（
３
年
）

渡

邉

詩

音（
３
年
）

松

本

紬（
４
年
）

小
学
校
高
学
年（
５
・
６
年
）の
部

最
優
秀
賞

山

本

沙

和（
６
年
）

優

秀

賞

端

山

泰（
５
年
）

土
田
倫
生
佳（
６
年
）

佳

作

稲

葉

健

太（
５
年
）

菊

地

涼

太（
６
年
）

松

本

茉

也（
５
年
）

中
学
校
の
部

小小
学
校
中
学
年
の

小
学
校
中
学
年
の
部部

【
評
】
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る

感
じ
が
う
ま
く
描
か
れ
、

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
作

品
。

山 本 悠 月さん

小小
学
校
低
学
年
の

小
学
校
低
学
年
の
部部

【
評
】
車
と
歩
行
者
の
距
離
感

や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
表

情
が
う
ま
く
描
か
れ
て

い
る
作
品
。

２年

齋 藤 翔 太さん

小小
学
校
高
学
年
の

小
学
校
高
学
年
の
部部

【
評
】
周
り
に
余
白
が
あ
る
こ

と
で
、
道
路
を
走
っ
て

い
る
様
子
が
う
ま
く
描

か
れ
て
い
る
。

６年

山 本 沙 和さん

中中

学

校

の

中

学

校

の

部部

【
評
】
文
字
の
表
現
の
仕
方
や
、

背
景
色
の
不
安
な
感
じ

が
う
ま
く
描
か
れ
て
い

る
作
品
。

１年

指 出 真 紀さん

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞

最優秀賞

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルル

8

４年

最
優
秀
賞

指

出

真

紀（
１
年
）

優

秀

賞

田

中

海（
１
年
）

藤
池
う
ら
ら（
１
年
）

佳

作

山

導

友

貴（
１
年
）

山

田

采

礼（
１
年
）

磯

井

来

夢（
１
年
）

（
敬
称
略
）
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壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
や
住
民

の
手
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

団
体
だ
け
で
な
く
、
個
人

や
事
業
所
の
花
壇
、
プ
ラ

花
く
り
の
推
進
、
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
の
地
域
づ
く
り
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
に
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
で

回
目
と
な

３８

り
ま
す
。

審
査
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
、

県
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
や
ふ
じ
の
く
に
花
の
都
し
ず
お

か
賀
茂
地
域
推
進
協
議
会
事
務
局
、

知
識
経
験
者
ら
６
人
が
あ
た
り
ま

し
た
。

最優秀賞 浅間会（雲見）

優秀賞 松尾区 優秀賞 花の親睦会（小杉原）

街

審査の様子

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 最優秀賞 山本善雄さん（指川）

団
体
の
花
壇
を
１
日
か
け
て
回
り
、

取
組
度
、
努
力
度
、
創
意
工
夫
度
、

技
術
度
の
４
項
目
を
採
点
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
東
部
特
別

支
援
学
校
伊
豆
松
崎
分
校
か
ら
ご

応
募
い
た
だ
き
、
コ
ン
ク
ー
ル
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
は
９
月

日
に
開
催
さ
れ

１８

た
「
さ
ん
さ
ん
松
崎
福
祉
大
会
」

で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
上
位
の
団
体

は
、
県
主
催
の
「
ふ
じ
の
く
に
花

の
都
し
ず
お
か
・
花
緑
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

浅
間
会
（
雲
見
）

【
優
秀
賞
】

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

松
尾
区

【
努
力
賞
】

活
性
会
（
池
代
）

寿
会
（
船
田
）

松
崎
町
花
の
会

常
盤
会
（
伏
倉
）

春
岳
会
（
八
木
山
）

【
特
別
審
査
委
員
賞
】

東
部
特
別
支
援
学
校
伊
豆
松
崎
分
校

ン
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
評
価
す
る

機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
ろ
う
と
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

審
査
は
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と

同
日
に
行
わ
れ
、
取
り
組
み
の
様

子
や
工
夫
し
て
い
る
点
等
に
つ
い

て
採
点
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

山

本

善

雄
さ
ん
（
指
川
）

【
優
秀
賞
】

で
あ
い
村
蔵
ら

土

屋

和

子
さ
ん
（
東
区
）

街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

花

壇

コ

ン

ク

ー

ル

第

回
２３

第

回
３８

審
査
員
は
、
応
募
の
あ
っ
た
２１
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税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健

康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
福
祉

や
教
育
、
道
路
整
備
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
非
常

に
大
切
な
財
源
で
す
。
多
く
の
方

に
は
自
主
的
に
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
り
滞
納
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
松
崎
町

を
始
め
と
す
る
県
内
の
全
市
町
で

は
静
岡
県
と
連
携
し
、
町
税
滞
納

額
の
縮
小
と
収
納
率
向
上
を
目
指

し
、

月
か
ら

月
ま
で
の
２
カ

１１

１２

月
間
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
定
め
、
徴
収
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

松
崎
町
で
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
方

に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、

電
話
に
よ
る
納
税
勧
奨
、
臨
宅
徴

滞
納
整
理
強
化
月
間

生
活
困
難
や
事
業
不
振
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

早
め
に
窓
口
税
務
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
町
税

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

○
県
税

下
田
財
務
事
務
所
納
税
課

（
２
４
）
２
０
１
９

ス
ト
ッ
プ
滞
納
！

滞
納
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

収
の
実
施
等
に
よ
り
、
自
主
納
付

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
催
告
に
対

し
て
も
納
付
や
相
談
が
な
い
場
合

は
、
税
負
担
の
公
平
性
と
町
民
と

し
て
の
負
担
義
務
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
等
の

財
産
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
下
田
財
務
事
務

所
に
お
い
て
も
、
県
税
（
自
動
車

税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得

税
等
）
の
滞
納
者
に
対
し
松
崎
町

と
同
様
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

こ
の
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

期
間
中
、
松
崎
町
お
よ
び
静
岡
県

は
催
告
や
調
査
、
差
押
え
等
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。
財
産
の
差

押
え
は
、
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

基
づ
き
行
う
も
の
で
、
事
前
に
滞

納
者
に
相
談
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、期
間
内
に
納
付
が
な
か
っ

た
場
合
、「
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
」
へ
移
管
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、町
税
が
未
納
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
早
急
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と
は

静
岡
県
内
の
全
市
町
が
構
成
団

体
と
な
り
、
市
町
税
の
徴
収
を
専

門
に
行
う
広
域
連
合
で
す
。

滞
納
案
件
を
市
町
か
ら
引
き
継

ぎ
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
や
財
産

の
差
押
え
、
差
押
財
産
の
公
売
、

滞
納
者
宅
の
捜
索
等
の
法
的
処
分

を
行
う
組
織
で
す
。

町
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
本
機
構
に
滞
納
町
税

の
徴
収
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は

在
学
中
、
猶
予
さ
れ
て
い
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
払
い

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
付
猶
予
を
受
け
て
い
た
期
間

に
つ
い
て
、
未
納
で
あ
っ
て
も
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

（
受
給
に
は

年
以
上
必
要
）
に

２５

含
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

を
満
額
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
は
、

年
間
の

１０

う
ち
に
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。（
平
成

年

月

２７

１０

に
追
納
の
承
認
を
受
け
、
納
付
が

で
き
る
の
は
平
成

年

月
分
ま

１７

１０

で
）ま

た
、
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。（
平
成

年
度
に
納
め
る
場
合
は
、
平
成

２７
年
度
以
前
の
も
の
に
加
算
金
が

２４つ
き
ま
す
）

追
納
を
ご
希
望
の
際
は
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
福

祉
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

在
学
中
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
へ

【滞納処分の流れ】

納
税
通
知
書
発
送

納

税

催

告

財

産

差

押

換

価

処

分

駒 駒 駒 駒

◎納税催告
納期限が過ぎても納付しない方に対し、督促状、催告書の送付、電話
催告、自宅訪問を行います。

◎財産調査
催告に応じない滞納者の財産について、官公署、金融機関・生命保険
会社等に対し調査します。

◎給与調査
滞納者が給与所得者である場合は、給与差押をするために、勤務先に
対し給与調査を行います。

◎滞納処分（財産差押・換価処分）
納期限を過ぎても納付せず、税金を滞納したまま放置しておくと、法
律に基づき滞納者の意思に関わりなく強制的に財産の差押等の処分を
行います。

財

産

調

査

給

与

調

査
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【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

福
本

ふ
く
も
と

佐
久
平
さ
ん
（
江
奈
２
）

さ

く

へ
い

（
大
正
４
年
８
月

日
生
）

２０

１
０
０
歳
の
お
祝
い

８
月

日
、
齋
藤
町
長
は
、
福

２０

本
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
お
祝

い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
福
本
さ
ん
は
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
答

え
て
い
ま
し
た
。

１００歳のお祝いを受ける福本さん

栄
え
あ
る
叙
位
叙
勲

故

深
澤

進
さ
ん
（
東
区
）

元
松
崎
町
長
の
故
深
澤
進
さ
ん

に
叙
位
従
六
位
が
贈
ら
れ
、
８
月

日
、
ご
自
宅
に
て
伝
達
さ
れ
ま

１９し
た
。

深
澤
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら

平
成

年
ま
で
町
議
会
議
員
と
し

１３

て
活
躍
さ
れ
た
後
、
松
崎
町
長
選

挙
に
当
選
。
平
成

年
か
ら
平
成

１３

年
ま
で
松
崎
町
長
を
務
め
ら
れ
、

２１地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
賀
茂

郡
町
長
会
会
長
、
静
岡
県
地
域
活

性
化
協
議
会
会
長
、
静
岡
県
町
村

会
会
長
に
就
任
し
、
広
域
行
政
お

よ
び
地
方
分
権
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位
従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位

叙
位
従
六
位

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
全
て
の

一
般
住
宅
に
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

平
成

年
６
月
末
現
在
の
設
置

２７

率
は
、
全
国
平
均

・
０
％
、
静

８１

岡
県
平
均

・
５
％
で
す
。

７６

下
田
消
防
本
部
管
内
に
お
い
て

も
、
今
一
層
の
設
置
率
の
向
上
が

望
ま
れ
て
お
り
、
今
後
、
世
帯
調

査
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
町
の
職
員
や
消
防
職

員
が
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
等

を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
か

ら

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

１０
電
池
切
れ
等
で
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
火
災

警
報
器
は

年
を
目
安
に
交
換
し

１０

て
く
だ
さ
い
。

「
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
方
が

わ
か
ら
な
い
」
、
「
購
入
し
て
あ
る

が
、
設
置
で
き
な
い
」
等
設
置
に

お
困
り
の
場
合
は
、
下
田
消
防
本

部
予
防
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
消
防
本
部
予
防
課

（
２
２
）
１
８
４
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務
で
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務
で
す
！！

――

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

―

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

――

この機会にぜひ
火災警報器を設置
してください。

【住宅用火災警報器の設置場所・取付位置・警報器の種類】

○寝室として使用する部屋

○寝室が２階以上にある場合は、その階の階段
※寝室および階段には煙を感知するタイプの警報器の設置が必要です。

※市販されている感知器はほとんどのものが電池式のタイプで簡単に設置する

ことができます。

○住宅用火災警報器は、電気店、ホームセンター等で販売しています。

叙位を受章した深澤さん



伊
豆
の
長
八
生
誕
２
０
０
年
祭

今
年
度
の
長
八
ま
つ
り
は
、
長

八
翁
生
誕
２
０
０
年
を
記
念
し
、毎

年
開
催
し
て
い
る
長
八
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
規
模
を
拡
大
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
９
月

日
に
開
催
し

１３

た
長
八
翁
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

東
京
方
面
バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
町
民

の
皆
様
か
ら

人
の
申
し
込
み
を

２９

い
た
だ
き
、
私
も
同
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
長
八
翁
の

作
品
を
巡
回
展
示
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
吉
祥
寺
美
術
館

や
長
八
の
作
品
が
現
存
し
て

い
る
橋
戸
稲
荷
神
社
等
を
巡
り
、

東
京
で
の
長
八
翁
の
足
跡
を

辿
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
毎
年
長
八
美
術

館
周
辺
で
開
催
し
て
い
る
長

八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
中
宿
通

り
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

松
崎
小
学
校
１
・
２
年
生
に

「
松
崎
の
長
八
さ
ん
」
と
い

う
歌
に
振
り
付
け
を
行
い
、

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歌
や
踊
り
に
よ
っ
て

地
域
の
歴
史
や
偉
人
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
岩
科
重
文
ま
つ
り
の

「
岩
科
起
て
」
、
中
川
三
聖
ま
つ

り
の
「
三
聖
の
歌
」
と
と
も
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
象
徴
す
る
も

の
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

生
誕
２
０
０
年
祭
は
、
今
後
も

全
国
漆
喰
鏝
絵
コ
ン
ク
ー
ル
最
優

秀
賞
作
品
展
や
長
八
翁
の
作

品
の
巡
回
展
が
伊
豆
の
長
八

美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

菊
川
市
の
常
葉
美
術
館
で
巡

回
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
こ
れ
ら
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、

長
八
翁
の
偉
業
を
改
め
て
考

え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７０

９月６日、松崎港周辺では、第２０回みなとで
みんなと海のピカ市が開催されました。会場で
は、フリーマーケットやバンドによるライブ等
が行われ、多くの来場者でにぎわいました。

８月２５日、環境センター研修室では、花とロ
マンソフトボール大会の閉会式と表彰式が行わ
れました。今大会では、熱戦が繰り広げられた
結果、船田チームが優勝しました。

９月１１日、松崎幼稚園岩科園では、祖父母参
観日の一環として恒例行事の「交通安全かかし
作り」が行われ、交通安全の標語が書かれたか
かしを県道に飾り付けました。

８月２９日、石部棚田では小学生７人が参加し、
石部棚田保存会が刈っておいたあぜの草の片付
け作業を行いました。子どもたちはみんなで協
力して、手際よく刈り草を片付けました。
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第２０回 みなとでみんなと海のピカ市

花とロマンソフトボール大会閉会式

松崎幼稚園岩科園恒例行事「交通安全かかし作り」

棚田百笑くらぶ「刈り草の片付け」

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



葛
丹
精
込
め
た
ブ
ド
ウ
は
粒
が
赤
く
大
き
い

す
る
時
間
が
楽
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
。

ブ
ド
ウ
の
栽
培
は
施
設
管
理

や
害
虫
対
策
等
、苦
労
が
多
い
。

佐
藤
さ
ん
は
知
人
に
聞
き
な
が

ら
、
独
学
で
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を

始
め
た
の
だ
と
い
う
。

最
後
に
、
佐
藤
さ
ん
は
「
私

の
ブ
ド
ウ
農
園
は
、
岩
科
川
と

見
代
添
川
の
２
つ
の
川
に
挟
ま

れ
て
い
る
の
で
昼
は
暖
か
く
、

夜
は
涼
し
い
。
こ
の
寒
暖
の
差

が
ブ
ド
ウ
を
美
味
し
く
育
て
て

く
れ
ま
す
。
ブ
ド
ウ
狩
り
に
来

て
く
れ
た
お
客
さ
ん
に
、
こ
の

農
園
の
ブ
ド
ウ
は
と
て
も
美
味

し
い
で
す
ね
、
と
言
っ
て
も
ら

え
る
の
が
一
番
嬉
し
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

NNo.1No.100

松
崎
で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
楽
し
ん

松
崎
で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
楽
し
ん
でで
も
ら
い
た
い

も
ら
い
た
い

松
崎
町
で
秋
の
味
覚
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ブ
ド

ウ
狩
り
園
「
八
木
山
健
康
農

園
」
を
運
営
し
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

都
市
圏
に
住
む
人
が
農
山
漁

村
地
域
を
訪
問
し
て
、
そ
こ

に
あ
る
自
然
や
文
化
、
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
む
余
暇
の

ス
タ
イ
ル
。
佐
藤
さ
ん
は
、

知
人
か
ら
話
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、

年
前
に
ブ
ド
ウ

１７
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農
園
を
始
め
た
。
最
初
は
販
売

の
み
だ
っ
た
が
、
町
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
取
り
組
み

を
知
り
、
賛
同
。
以
来
、
現
在

に
至
る
ま
で
、
松
崎
町
で
の
ブ

ド
ウ
狩
り
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

伊
豆
で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
体
験

で
き
る
場
所
は
珍
し
く
、
佐
藤

さ
ん
の
ブ
ド
ウ
農
園
に
は
県
内

だ
け
で
な
く
東
京
や
神
奈
川
、

千
葉
等
の
遠
方
か
ら
訪
れ
る
人

も
多
い
。
佐
藤
さ
ん
は
「
ブ
ド

ウ
狩
り
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ

ん
と
ち
ょ
っ
と
し
た
世
間
話
を

Profile

さとう じゅんぞう さん

八木山健康農園代表。

農園では、巨峰、ピオー

ネ、ふじみのりの３種の

ブドウを栽培している。

人と話すのが好き。趣味

はカラオケ。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

力
強
く
、
そ
し
て
美
し
く
、
空

を
飛
ぶ
タ
カ
。
で
も
日
常
の
中
で

は
、
じ
っ
く
り
と
姿
を
見
る
機
会

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
タ
カ
た
ち
の
魅
力
を
目

の
当
た
り
に
で
き
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
松
本
市
西
部
１
６

０
０
㍍
の
白
樺
峠
。
奈
川
地
区
と

安
曇
地
区
の
境
に
あ
り
、
秋
に
な

る
と
１
日
に
何
千
羽
も
の
タ
カ
が

通
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

タ
カ
の
中
に
も
渡
り
を
す
る
種

類
が

種
類
以
上
確
認
さ
れ
て
い

１０

ま
す
。
た
だ
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど

こ
を
通
っ
て
ど
こ
に
行
く
の
か
、

い
ま
だ
多
く
が
謎
の
中
で
す
。
白

樺
峠
を
中
心
に
平
成
３
年
か
ら
調

査
を
し
て
い
る
「
信
州
ワ
シ
タ
カ

類
渡
り
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
」
に

よ
る
と
、
平
成

年
９
月

日
に

１３

２２

は
、
１
日
だ
け
で
７
４
３
３
羽
、

８
種
類
の
タ
カ
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。渡

り
の
最
盛
期
は
、
９
月
中
旬

か
ら
下
旬
。
た
く
さ
ん
の
タ
カ
が

上
昇
気
流
に
乗
っ
て
円
を
描
き
な

が
ら
高
度
を
上
げ
て
い
く
偐
タ
カ

柱
做
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ

れ
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

空
を
次
々
と
通
過
し
て
い
く
タ

カ
た
ち
の
群
れ
を
観
察
す
る
秋
の

１
日
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

松松
本
市
・
白
樺

松
本
市
・
白
樺
峠峠

た
か
見
の
広

た
か
見
の
広
場場

地

域

交

流

通

信

検検検検

力強く空を飛ぶタカ

佐
藤

順
三
さ
ん
（
八
木
山
）

数千羽のタカたち
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，１９６人（－３人）

男 ３，４２０人（＋１人）

女 ３，７７６人（－４人）

世帯数 ３，０３７戸（－４戸）

転 入 １７人 転 出 １３人

出 生 １人 死 亡 ８人

（平成２７年８月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
十
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

七

号

「
特
殊
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（８８月届出分月届出分））

人身事故 ３件 （＋１）

物損事故 ２６件 （＋５）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋１）

平成２７年８月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４５５

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

岡

村

芳

子

細

田

光

代

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

た
ま
ゆ
ら
に
木
花
開
耶
姫
と
み
し
春
の
霞
の

中
に
浮
く
富
士

行
く
と
こ
ろ
も
今
日
す
る
こ
と
も
あ
る
幸
せ

白
批
杷
の
実
を
裾
わ
け
し
よ
う

空
襲
を
受
け
た
る
都
市
は
変
は
れ
ど
も

人
ら
の
痛
み
は
七
十
年
続
く

人
混
み
に
父
母
に
似
た
人
に
出
会
ひ
幻
な
の
か

足
の
止
ま
れ
る

振
り
込
め
詐
欺
、
サ
ク
ラ
サ
イ
ト

詐
欺
等
の
「
特
殊
詐
欺
」
の
犯
罪
に

よ
る
被
害
額
は
昨
年
５
０
０
億
円
を

超
え
る
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
本
年

度
に
入
っ
て
も
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
被
害
件
数
は
依
然
と
し
て
多
い
の

が
現
状
で
す
。

今
回
は
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
２
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①
「
相
手
の
外
見
・
話

し
方
を
信
用
し
な
い
」

オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
電
話
で
の
話

し
方
も
真
に
迫
っ
て
い
た
り
、
訪
問

し
て
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
は

そ
の
「
受
取
役
」
の
外
見
は
誠
実
そ

う
で
、
首
か
ら
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を

下
げ
る
等
偐
も
っ
と
も
ら
し
い
做
風

貌
で
現
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②
「
相
手
の
ペ
ー
ス
に

乗
ら
な
い
」

例
え
ば
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
電

話
で
は
相
手
方
に
と
っ
て
は
い
か
に

消
費
者
に
冷
静
に
考
え
る
機
会
を
与

え
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
重
要
で
、

矢
継
ぎ
早
に
次
か
ら
次
へ
と
話
を
続

け
て
、
消
費
者
の
選
択
肢
を
狭
め
迅

速
に
金
銭
を
だ
ま
し
取
り
ま
す
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
急
な
電
話
や
来

訪
、
メ
ー
ル

が
来
た
場

合
は
一
人

で
対
処
せ

ず
、
役
場
や

消
費
者
セ

ン
タ
ー
等

に
相
談
を

す
る
こ
と

が
重
要
で

す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

い く よ６６井 誠 次道 部

雄７０齋 藤 元 子江奈１

穗 乃 美９５松 本 榮建久寺

守９１小林きく代江奈２

類 子８８美 橋 嘉 一岩 地

三 千 子９６鈴木まさえ池 代

正 直９９山 田 一 男櫻 田

須田福男８２三津美枝子中 区

おくやみ申し上げます（死亡）

【
退
職
】
８
月

日
付
け

３１

生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎

田
口

り
え
子

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

町
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皆
さ
ん
は
富
士
山
に
か
か
る
笠
雲
を
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
笠
雲
と
は
、
山
頂
付
近
に

か
か
る
帽
子
を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な
形
の
雲
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
台
風
一
過
の
青
空
と
な
っ
た

９
月
９
日
、
富
士
山
に
笠
雲
が
か
か
り
ま
し

た
。
こ
の
珍
し
い
雲
を
写
真
に
お
さ
め
よ
う

と
、
海
岸
沿
い
で
は
多
く
の
人
が
足
を
と
め
て

い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
そ
の
一
人
で
す
。

こ
の
時
の
写
真
は
、
松
崎
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
今
日
の
松
崎
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
ま
）
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